
主催：早稲⽥⼤学総合⼈⽂科学研究センター・⾓⽥柳作記念国際⽇本学研究所
後援：朝河貫⼀博⼠顕彰協会、福島⺠報社、福島⺠友新聞社

2023年12⽉16⽇(⼟)��13:00〜17:30

早稲⽥⼤学⼾⼭キャンパス36号館382教室（AV教室2）
オンライン（�Zoomwebinar）併⽤

⽇時:

場所:

 ※お問い合わせは（�rilas-event@list.waseda.jp）まで

右のQRコードからお申し込みください
オンラインの事前登録は12⽉14⽇（⽊）まで
�対⾯参加の場合は当⽇参加も可
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参加⽅法:

mailto:rilas-event@list.waseda.jp


1.甚野尚志��13:20-13:50������

3.�真辺将之(早稲⽥⼤学⽂学学術院教授)��14:40-15:10

4.�宗像和重(早稲⽥⼤学⽂学学術院教授)��15:10-15:40

5.中村治⼦(イェール⼤学図書館司書)�15:40-16:10

2.藤原秀之(早稲⽥⼤学⾮常勤講師)��13:50-14:20

�趣旨説明：甚野尚志(早稲⽥⼤学⽂学学術院教授)��13:05-13:20

「朝河書簡と⽶国⼤学図書館の動向：Helen�Dunhamの書簡を中⼼にして」�
�

全体での討議�16:30-17:20 

閉会の辞：⼭本聡美(総合⼈⽂科学研究センター所⻑)�17:20-17:30

「若き朝河の歴史学への開眼：Margaret�Dimond宛書簡と逍遙宛書簡から」�

（�旨）��に⽣まれ、早稲⽥に�び、アメリカで歴史�を�えた�河貫⼀（1873〜1948）につ
いては、2018年の「��70年�念シンポジウム・�河貫⼀と���の形成」をはじめ、早稲⽥⼤
�において�年研�が精⼒的に�められている。そうした中、���物���の�河貫⼀と坪内

��の未�理書簡など、��料の発⾒も�いている。�シンポジウムは、�河貫⼀⽣�150年に
もあたる�年、それら��料の�査・��とともに、国�的な立場から⽇��を切り拓いた�河

の�⽣と業�に�めてスポットを当て、その時代と�問の再��を�して、���研�が果たす

べき��や�義を��し、発�していくことを期すものである。

「朝河貫⼀と坪内逍遙 書簡を通じてみた学問上の交流」�

「朝河貫⼀と東京専⾨学校」
�

「朝河貫⼀と⽂学──バイロン・逍遙・関⼾信次──」

（休�）20�
�

（休�）20�
�

開会の辞：河野貴美⼦(早稲⽥⼤学⽂学学術院教授)�13:00-13:05


